
現行化管法対象物質の有害性・暴露情報   

現行の化管法対象物質（435物質）について、各物質の有害性情報、暴露情報及  

びこれらの情報に基づく化管法対象物質の指定の見直し結果を別添の表に示す。表  

中の各項目の詳細は以下のとおり。  

【各有害性のクラス】   

現行の物質を選定した際と、今回見直しを行った結果の有害性クラスを示した。有害性のうち、経口  

慢性、吸入慢性において、「＊＊＊」は1年未満のデータを採用したことを示す。なお、網掛けは、現行の  

物質を選定した際の有害性のクラスと、今回見直しを行った結果が異なるものを示している。  

【総合製造・輸入量区分】   

最新の製造・輸入量データに基づき、以下の区分付けを行った。  

区分1：100トン以上（農薬は10トン以上）  

区分2：】＿トン以上100トン未満（農薬は1トン以上10トン未満）  

区分3：1トン未満  

区分4：0トン  

区分5：不明  

【pRTR届出・推計がないもの】   

これまでのPRTRデータの公表（平成13～17年度）において、届出・推計いずれも排出・移動実績が  

ない物質に「（⊃」を記入した。  

【総合モニタリング検出結果、モニタリングの出典】   

化学物質環境実態調査、公共用水域水質測定、有害大気汚染物質モニタリング調査等の各モニタリ  

ング調査において、過去10年間（平成8～17年度）の検出結果に基づき、以下の区分付けを行った。  

なお、「※」は、モニタリングの検出媒体（水質、大気、底質等）と、当該物質の有害性情報のエンドポイ  

ントが【▼一致していないため、当該モニタリング結果を暴露情報として採用しなかったものを示す。  

YY：複数地点検出  

Y：単地点検出  

＊：検出下限以下   

なお、モニタリングの出典は以下のとおり。  

①：化学物質環境実態調査   

②：公共用水域水質測定  

③：有害大気汚染物質モニタリング調査  
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④：フロン等オゾン層影響微量ガス監視調査  

⑤：アスベスト大気濃度調査  

⑥：ダイオキシン類の排出量の目録  

⑦：農薬残留対策総合調査  

【有害性クラスが全て該当しない】   

今回見直しを行った結果、各有害性クラスがいずれも化管法対象物質の選定基準に合致しない物  

質に「1」を記入した。  

【「製造・輸入ゼロ」又は「製造・輸入3又は5かつモニタリングなし」で、かつ「PRTR届出・推計ゼロ」又  

は「現行第二種」】   

今回見直しを行った結果、－一般環境中での検出状況及び製造・輸入量がいずれも化管法対象物質  

の選定基準に合致せず、かつPRTR届出・推計がない物質（第二種指定化学物質を含む）に「l」を記  

入した。  

【「製造・輸入ゼロ」又は「製造・輸入3又は5かつモニタリングなし」で、かつ「PRTR届出・推計がある」】   

今回見直しを行った結果、一般環境中での検出状況及び製造・輸入量がいずれも化管法対象物質  

の選定基準に合致しないが、PRTR届出・推計がある物質に「1」を記入した。  

【除外を要検討のうち詳細候補等ではないもの】   

今回見直しを行った結果、「製造・輸入ゼロ」又は「製造・輸入3又は5かつモニタリングなし」で、かつ  

「PRTR届出・推計がある」もののうち、有害性クラスが全て該当しないものを除いた物質において、初期  

リスク評価等におけるリスクの懸念等が小さいものに「1」を記入した。  

【除外候補】   

今回見直しを行った結果、有害性・暴露の観点から除外候補とする物質に「1」を記入した。  

【見直し後の第一一種、第二種の区分】   

今回見直しを行った結果、第一種、第二種又は除外候補に該当する物質をそれぞれ示した。  

【見直し後の特定第一種の区分】   

今回見直しを行った結果、特定第一種に該当する物質を示した。   

なお、生態毒性の評価にあたっては、OECDが定めたテストガイドラインを用いた生  

態毒性試験の結果を情報源として用いることとし、具体的には以下のエンドポイント・  

生物種。試験時間の試験結果を採用した。  
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表 生態毒性の評価にあたって採用した試験結果の概要  

急性（EC軋C）5¢）   慢性（NOEC）   

藻類   72時間を基本とするが、それ以下  72時間（96時間も採用対象とし  

も採用した（OECI）TG：201に  ていたが、結果的に採用なし）  

基づく）   （OECDTG：201を参照して設  

定）   

ミジンコ   48時間を基本とするが、それ以下  21日間を基本とするが、それ以下  

も採用した（OECDTG：202に  も採用した（OECDTG：211に  

基づく）   基づく）   

魚類   96時間を基本とするが、それ以下  28日間を基本とするが、それ以外  

も採用した（OECDTG：203に  の時間も採用（14 日～180 日）  

基づく）   （OECDTG：204、210を参照し  

て設定）燕   

※ 魚類の慢性毒性については、明確なTGがないため、採用する時間に幅を持たせた。  
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